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 CT measurement of visceral fat areas using image J
Tsutomu HASHIMOTO, Noritaka INAMOTO, Hidefumi TERADA, Ayato MACHIDA
Faculty of Health Science, Osaka Aoyama University 
Summary We present a simple method for measurement of visceral fat areas, using a free softwear (Image J) 
for DICOM (digital imaging and communication in medicine) -formatted abdominal CT (computed tomography) 
images.  As metabolic syndrome is suspected for obese persons with a visceral fat area more than 100 cm2, this 
method enables us an easy and inexpensive way to evaluate visceral fat areas for clients of nutrition guidance who 
already underwent abdominal CT.
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調査、国民健康・栄養調査に BMI (body mass index 
〔kg/m2〕) による判定基準が導入され、平成 10 年以
降、男女とも BMI = 22 を標準とし、18.5 未満をやせ、














































通 の DICOM (Digital imaging and communication in 
medicine)フォーマット 7)で管理されている。
Image J は、アメリカ国立衛生研究所 (NIH : 
National Institute of Health)で開発されたフリーソフ
トウェアで、1980 年代後半に電気泳動のゲルのバ
ンドを定量化するために開発された NIH Image に発
し、当初MacOS 上でのみ作動したが、90 年代後半に













①　CD-R に記録・保存された腹部 CT 画像データを
入手した。今回は、匿名化されたものを使用した。
②　汎用型のパーソナルコンピュータ (Windows 10) に
Image J をダウンロード 8)し、インストールした。
ここでは、Image J 1.51K を用いた。




を設定した。通常は、下限値 -500 ～ -200 HU 





















図2　脂肪抽出（しきい値を -505 ~ -60 HUに設定）
図 1　腹部 CT（臍の高さ）
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ひとつである body mass index(BMI)に基づいて 25以
上を肥満と定義し、欧米では BMI＞ 30を肥満とし、












のうち 2 項目以上あれば、MetS と診断されることと
なった。内臓脂肪型の肥満の診断について内臓脂肪面









ン 2016」で、体重減少の目標はまず 3 ％減少と改め
られた 1)。















の開発者の名前に因む HU (Hounsfi eld Unit)を単位と
した相対値で表示される。水の CT 値は 0 HU と定義
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